














Calculating stylistic differences between synonymous adverbs: 
Taking Mattaku, Zenzen, Sukoshimo, Chittomo as examples 











































表 1 漢語述語の出現率 
 
 
















 文章用語という硬い印象を与える「ず」・「なく」の使用頻度は表 3 のようになる。 
 
表 3 連用形「ず・なく」の出現率 
 
表 3 の結果を見ると、「すこしも」は「ず・なく」形がほかの 3 つの副詞より最もよく使
漢　語 65 (10.5%) 78 (14.0%) 128 (13.0%) 87 (10.3%)
和　語 622 477 853 751
その他 6 3 1 6







連用形「ず・なく」 22 (41.5%) 45 (95.7%) 189 (93.1%) 30 (62.5%)
連用形「ないで・なくて」 31 2 14 18
計 53 47 203 48
ぜんぜん まったく すこしも ちっとも























果は表 5 の通りである。 
 














デアル体 6 (0.9%) 31 (5.56%) 52 (5.3%) 23 (2.7%)
その他 687 527 930 821
計 693 558 982 844
すこしも ちっとも




 表 6 デス・マス体の使用 
 
 
表 6 の結果からわかるように、比率から「まったく」はデス・マス体が全体の 40％を占





と呼ぶ。ここでは、4 つの副詞を含む 1 つの文にその非標準形が複数個使われる場合でも 1
つの非標準形の文として数え、集計した。 
 
表 7 非標準形の文数 
 
 























表 9 文体特徴の結果一覧表 
 
x2(21)= 746.09、p<.01、Cramer's V = 0.294 
 
ここで、表 9 の結果に基づき、コレスポンデンス分析を行った結果は図 1 のようになる。 
 
図 1 4 つの副詞と文体的な特徴1 
               
コレスポンデンス分析の結果の図 1 の見方としては、まず縦線の「0.0」の地点と横線の
「0.0」の地点からそれぞれ直線を引く。その結果、4 象限が作られ、横の軸を次元 1、縦の
軸を次元 2 と呼ぶ。そして、4 つの副詞の位置、距離から判断して、横の次元 1 に沿って、
4 つの副詞を順番に「すこしも否定」、「まったく否定」、「ぜんぜん否定」はやや「ちっとも
                                                 
1 寄与率 97.2％ 
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 否定」の前にあるという結果が見える。次に、縦の次元 2 に沿って副詞を見ると、下から
「まったく否定」から「ぜんぜん否定」へ、「ちっとも否定」と「すこしも否定」はほぼ同
じ高さになっている。それで、横の次元 1 は左から右へ「あらたまり度⇔くだけた度」、次
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2 BCCWJ の 2009 年版のデータを用い、8 つの文法項目で測ったことがあり、同じ結果の図が得られた。 
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